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 取締役会の実効性に関する評価結果の概要について  
 

当社は、持続的な成長と中長期的な企業価値の向上を目指すコーポレートガバ

ナンス強化の一環として、事業年度毎に取締役会全体の実効性等の分析・評価を

行い、その改善に向けた継続的な施策推進に取り組んでおります。 

この度 2024 年度（2025 年 5 月期）について、2025 年 6 月 16 日付取締役会にて

取締役会の実効性評価について協議いましたので、その結果の概要をお知らせいた

します。  

記  

 

１．評価の方法・概要取締役会事務局にて全取締役７名に対し、無記名で回答を得

る WEB アンケート方式にて実施いたしました。 

➣実施日時：2025 年 5 月 アンケート配布、回収、評価・分析及び課題を抽出 

➣評価者：全取締役及び全監査等委員（計７名） 

➣実施方法：評価者に対する自己評価アンケートの実施 

➣評価項目：4 部構成 全 30 問 

第 1 部 取締役会の構成     （ 4 問） 

第 2 部 取締役会の運営     （ 9 問） 

第 3 部 取締役会の議題     （10 問） 

第 4 部 取締役会を支える体制 （ 7 問） 
 

２．分析・評価結果の概要 

取締役会の現状に対する各取締役および社外監査等委員の評価は高く、取締

役会、取締役会議長、監査等委員がそれぞれの役割・責務を適切に果たしている

こと、取締役会については、適切な議題設定と議事運営のもと十分な議論が行われ、

適切に運営されていることを確認しました。 

取締役個人に対する自己評価および相互評価については、取締役の役割・責務に

基づいて評価が行われ、各取締役はその責務を適切に果たし取締役会の議論に

貢献していることを確認しました。 

以上から、当社取締役会は、取締役会の監督機能が十分に発揮され、適切に実

効性が確保できていると判断しました。 

一方、次項に記載のとおり、今後継続して検討・改善を続けていくべき課題があるこ

と、それらについては引き続き定期的に検証し、改善を続けていく必要があることを

確認しました。 
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3．更なる実効性向上に向けた取り組み 

当社取締役会は、これまで進めてきた改革の継続とあわせて、以下について今後

継続的に取り組むことで取締役会の実効性をさらに高めていくこととします。 

取締役会の運営において、審議に関する資料の内容・分量、議案の範囲・分量に

ついて改善の余地がある旨の評価結果が出ております。 

これを踏まえ、取締役会審議の充実化と効率化を両立する取組みの検討を進め、

取締役および事務局も一体となり、取締役会運営の継続的な改善を進めてまいりま

す。 

 

当社取締役会は、取締役会の実効性を更に高めるべく引き続き改善に取り組み、

取締役会による経営に対する万全の監督を担保するとともに、持続的な企業価値

の向上を目指して参ります。 

 

 

以上  


